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研究成果の概要（和文）：サブサハラ・アフリカの8カ国で稲作農家のパネルデータを作成し、稲作を振興策の技術普
及と貧困削減に対する効果を実証した。以下の3点を見いだした。①近年の経済成長および国際的なコメ価格の高騰は
、換金作物としてのコメの国内生産を促しているが、生産増加は面積拡大によっても可能なので、必ずしも緑の革命の
ような生産性の上昇を導くわけではない。②農民へのトレーニングを通じた技術普及は生産性向上に有効である。しか
し、スケールアップの方策が課題である。③技術が向上し生産性が上昇すれば、ほとんどのケースでコメ農家の所得が
増加する。以上より、稲作振興は貧困削減に有効であると結論できる。

研究成果の概要（英文）：This research constructed panel datasets of rice farmers in eight Sub-Saharan 
countries. We have found the following three. (1) Recent economic growth and a substantial increase in 
international rice price have been accelerating domestic rice production as a cash crop, but it does not 
necessarily induce a rise of productivity like a green revolution because production can be augmented by 
area expansion too. (2) Technology dissemination to farmers through training effectively enhances 
productivity, although its scale-up remains a problem. (3) Rice farmers’ income increases in most cases 
once their technology is improved and the productivity is enhanced. Therefore, we can conclude that the 
promotion of rice production is an effective way to reduce poverty.

研究分野：農業経済学
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１．研究開始当初の背景 
長年にわたり停滞を続けていたサブサハ
ラ・アフリカ（以下、アフリカと略記）の経
済は、一次産品価格の高騰や海外からの直接
投資の増加を背景にようやく成長を開始し
た。しかし、アフリカはいまだに世界でもっ
とも貧困者比率の高い地域であり、アフリカ
の経済成長を持続させ貧困削減を一層進め
ることは、国際的に重要な課題である。 
アジアの経済発展の歴史を振り返ると、主
食となる作物の生産性の上昇、すなわち緑の
革命が経済成長の初期段階で不可欠であっ
た。アジアにおける緑の革命の経済発展への
貢献は、増大する都市の食料需要を満たすこ
とで食料価格の高騰を抑える一方、都市に食
料を供給する農家には所得上昇をもたらし
た点にある。ようやく始まったアフリカの経
済成長がアジアと同じ経路をたどるのか否
かは、開発経済学にとって未解明の重要な課
題であり、アフリカに対する貧困削減政策の
立案にとっても不可欠の情報である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、アフリカの経済発展にお
ける緑の革命の進展とその役割を解明する
ことである。本研究は、食用作物の中でもコ
メに焦点をあてる。コメを選ぶ第一の理由は、
コメは小麦とならびアフリカの都市部にお
ける主食であり、経済成長と都市の拡大に伴
い需要が増大しているからである。第二には、
アフリカでは栽培適地が限られる小麦と違
い、コメはアフリカ各地で栽培可能なため、
栽培面積の拡大と生産性の向上により生産
量を増大できるからである。つまり、アフリ
カの農村部で都市向け換金作物としてのコ
メを増産すれば、アジアにおける緑の革命と
同様の構図となる。 
本研究は次の問に答えることを課題とす
る。まず、アフリカの近年の経済成長および
国際的なコメ価格の高騰は、アフリカの稲作
に緑の革命のような技術革新を促している
か、そうであれば緑の革命を引き起こす社会
経済的な決定因は何か。次に、緑の革命は農
家所得を向上させ農村に貧困削減をもたら
したのか。また、緑の革命によりコメの生産
量が増え、都市市場への供給量が増加したの
か。最後に、もし緑の革命が農家所得の上昇
や食料供給の増大をもたらしていないなら、
その経済的、制度的原因は何か。 
 
３．研究の方法 
研究代表者および研究分担者による先行
研究は、対象とする国や農業生態系は異なる
ものの、緑の革命を実現するための技術はす
でにアフリカに存在し、一部の農民は緑の革
命に匹敵する生産性に達していることを明
らかにした。これはアフリカの農業生産性は
ずっと低水準に留まったままであるという
通念に反する発見である。しかし、それらの
研究は、一時点だけのクロスセクションデー

タという限界がある。また、アフリカでは最
近、政策や経済環境が急速でかつ劇的に変化
しているが、その影響についてクロスセクシ
ョンデータでは正確に捉えることは難しい。 
これらの欠点を克服し、アフリカの貧困削
減という喫緊の政策課題に時宜にあった回
答を得る目的で、本研究は研究代表者と研究
分担者が実施した先行研究を引き継ぎ、アフ
リカ 6カ国（ウガンダ、モザンビーク、タン
ザニア、ガーナ、セネガル、ケニア）でパネ
ルデータを構築する。さらに、アフリカ諸国
の中でコメの生産量が 1位と 2位にあるナイ
ジェリアとマダガスカルを新たに研究対象
に加える。本研究は、こうして作成した家計
レベルのパネルデータを使って、2 時点間で
生じた様々な政策介入（トレーニングによる
人的資本形成、インフラ整備、信用供与、肥
料補助金など）や経済環境の変化（コメ価格
の変化やマクロ経済要因など）が稲作技術や
農家所得に及ぼした影響を明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1)パネルデータの作成 
本研究が用いたパネルデータは以下の通
りである（一部クロスセクションデータを含
む）。これらは本研究の実施以前に第一回目
の家計調査が実施されており、本研究により
第二回目以降の家計調査を追加しパネルデ
ータを作成したものである。ただし、新しく
対象に加えたナイジェリアとマダガスカル、
第一回調査が科研費申請時の予定通りに実
現しなかったセネガルは例外である。なお、
本科研費の予算だけでは計画したすべての
家計調査を実施することは不可能だったた
め、現地における家計調査の委託実施には科
研費以外の予算も利用した。 
 
表 1 研究に用いたパネルデータ 
国名 生産環境 調査年 家計数 

ウガンダ 

灌漑水田 2009/11 300 

低地天水田 2009/12 600 

陸稲 2010/NA 300 

モザンビーク 
灌漑水田 2007/11 441 

低地天水田 2008/11 270 

タンザニア 
灌漑水田 2010/13 600 

低地天水田 2009/12 760 

ガーナ 低地天水田 2009/13 600 
ケニア 陸稲 2010/11/12 420 

セネガル 灌漑水田 2012/14 600 

ナイジェリア 低地天水田 2012/14 422 

マダガスカル 灌漑水田 2014/NA 600 

注)家計数は第一回調査の対象となったサンプル家計の

数であり、第二回目調査では多少の増減がある。 

 
(2)灌漑水田 
アフリカにおいて灌漑水田における稲作
は最近になり外部から持ち込まれた技術で
あり、農民の側には技術の蓄積が十分ではな



い。そのため援助機関が圃場を整備して改良
品種を与えるだけでは、灌漑水田の高い生産
性は発揮できないのである。本研究では、農
民に対する技術のトレーニング（実技研修）
が、圃場の均平化や正条植え採用を通じて生
産性（単収および利潤）の向上に有効である
ことを明らかにした（ウガンダ、タンザニア、
モザンビーク）。所得についても、タンザニ
アとモザンビークでは有意に上昇している。 
マダガスカルは他のアフリカ諸国と違い
灌漑水田の稲作に長い伝統があるが、新技術
の SRI（System of Rice Intensification）
についてやはりトレーニングによる単収向
上の効果が確認できた。 
なお、トレーニングへの参加を個々の農民
の自発的な選択に委ねると、トレーニングの
効果に自己選択バイアスを含んでしまう（効
果の期待できる農民が選択的にトレーニン
グに参加するので、当然、効果がある）。そ
こで、参加者をランダムに選ぶ、傾向スコア
マッチング法を使うなどの手法により、参加
の内生性をコントロールした上でトレーニ
ングの効果を確認した。 
分析対象にしたトレーニングとは農家に
対する直接的な実技研修であり、費用がかか
るためスケールアップは容易ではない。そこ
で、実技研修の代わりに稲作ハンドブックを
ランダムに配布して2年後に技術普及効果を
計測した。しかし、ハンドブックだけでは技
術採用や生産性への影響はほとんどなかっ
た（ウガンダ）。 
灌漑稲作の生産性向上は、灌漑が整備され
機能していることが前提であり、さらに環境
にあった改良品種と化学肥料の利用が必要
である。生産性が低い原因の一つに化学肥料
の投入が少ないことが指摘されることから、
クレジットの利用が化学肥料の投入に及ぼ
す効果について操作変数法を用いて分析を
行った。その結果、クレジットの利用は肥料
投入や労働集約的な技術の一部を増加させ
ることが確認できた。しかし、収量には大き
な効果がなく、収量を高めるためには単に資
金を貸し付けるだけではなくトレーニング
などで技術を向上させる必要がることがわ
かった（タンザニア）。 
以上は灌漑設備を所与とした分析である
が、灌漑が機能しなければ稲作技術は効果を
発揮しない。アフリカでは大規模灌漑地区の
維持管理ができず機能不全に陥った事例が
多く、その反省から小規模灌漑の導入が推進
されてきた。しかし小規模灌漑が大規模灌漑
よりも優れているという明確な証拠はない。
セネガルの調査対象地では、セネガル川から
ポンプで取水して灌漑稲作を行うが、数 10
ヘクタールの小規模灌漑から数 1000 ヘクタ
ールの大規模灌漑までが共存している。そこ
で、灌漑施設の規模が稲作の生産性に及ぼす
影響を分析した。その結果、一般的な通念に
反して大規模灌漑に属する農家が小規模灌
漑に属する農家と比べて有意に高い単収を

実現し、単位面積当たりの稲作所得も高いこ
とがわかった。 
 
(3)低地天水田 
アフリカの伝統的な稲作は、地表を流れる
雨水や河川からの氾濫水が流入し滞留する
低地で行われてきた。このような環境におい
てコメの生産性を上げるには、圃場ごとに畦
畔や水路を構築して水をコントロールする
必要がある。 
アフリカの各地で低地は利用度の低いま
ま残されており、農家はコメの栽培面積の拡
大（縮小も）が比較的容易であるという特徴
がある。研究の結果、モザンビークでは国際
コメ価格の上昇が低地天水稲作の面積を拡
大し、ウガンダでは畑地面積の減少が低地天
水稲作の面積拡大の要因となっていること
がわかった。栽培面積の拡大はコメの生産量
を増やすが、圃場面積が大きいほど畦畔を構
築しない傾向があり（ウガンダ）、単収も低
下する（ウガンダ、モザンビーク）。 
逆にいうと、低地天水田でも、畦畔や均平
化などの投資を行えば、単収が上昇する。タ
ンザニアでは、畦畔の設置または圃場の均平
化を実施した農家が稲作から正の利潤をあ
げていることが確認できた。しかし、化学肥
料補助金には稲作の所得や利潤をあげる効
果は見られない。ガーナでは、粗放的な低地
天水稲作地帯に 10 年ほど前（2000 年ころ）
に実施された畦畔の設置を含む技術普及プ
ロジェクトのインパクトを評価した。その結
果、プロジェクトが直接介入した村において
技術が持続的に使われていること、またそれ
らの村に近接する村に畦畔の設置や均平化
等の技術が波及していることが確認できた。
さらに、これらの技術の採用が単収と稲作利
潤を有意に上昇させていることも明らかと
なった。 
一方、モザンビークの低地天水稲作におい
ては、化学肥料や近代的営農方法が未だにほ
とんど入っていない。土地に余裕がある場合、
集約化して単収をあげるよりも、面積の拡大
により総生産量を増やす戦略を採用してい
るものと考えられる。 
 
(4)陸稲 
本研究では、Africa Rice Center が開発し
た陸稲の新品種（NERICA）の普及とインパク
トについて研究を行った。アフリカでは西ア
フリカの一部に陸稲を栽培する地域がある
が、全体的にはほとんど陸稲栽培の経験がな
い。コメが換金作物として有望なことから、
利用可能な低地がないため水稲を栽培でき
ない畑作地帯に NERICA が導入されたのであ
る。研究でとりあげたウガンダとケニアでは、
研究を開始した 2011 年の時点で NERICA の普
及に大きな違いがあった。ウガンダでは 2004
年から政府主導で普及プロジェクトが実施
されたのに対して、品種登録制度のあるケニ
アでは 2009 年まで NERICA が品種登録されず



政府による普及も行われなかった。 
本研究では、ケニアにおいては NERICA 栽
培希望者を募り、無作為に選んだ半数に
NERICA 種子を提供する実験を行った。種子を
受け取った農家は、メイズや豆などの既存の
畑作物の栽培面積を減らして陸稲を栽培し
ており、種子が入手可能ならば NERICA が普
及する可能性があることがわかった。 
畑作物の一つである陸稲は、容易に採用さ
れる反面、容易に放棄される傾向がある。ウ
ガンダでは農民組合に属する農民ほど
NERICA を採用する傾向がある一方、雨量の変
動の大きい地域ほど NERICA 栽培を放棄する
ことが明らかになった。ケニアでは、上で説
明したように農民が NERICA の種子を入手す
ることは困難であった。そこで本研究では農
民に対してNEIRCA種子の販売実験を行った。
その結果、畑地向けの灌漑（河川から取水し
パイプを使って重力により配水する）組織に
属している農民ほど種子を積極的に購入す
ることがわかった。ウガンダの結果と同様、
陸稲の栽培には安定した水の供給が必要で
あること、また陸稲の情報は農民組織内で伝
達されることを示している。 
 
(5)都市市場へのコメ供給 
マダガスカルでは、夫婦間で妻の交渉力が
強いほど、都市向けの高級コメ品種よりは普
通の品種を選択する傾向が強いことを明ら
かにした。女性は地元の市場で少しずつコメ
を販売して小遣い稼ぎをするためである。 
ナイジェリアとセネガルでは、大規模精米
所によるコメの契約栽培が拡大しており、精
米所のブランド米が都市向けに販売されて
いることを確認した。しかし、こうした流通
業者主導の垂直統合がコメ生産農家に及ぼ
す影響については十分に分析できなかった。 
 
(6)まとめ 
アフリカの近年の経済成長および国際的
なコメ価格の高騰は、換金作物としてのコメ
の国内生産を促している。しかし、生産増加
は面積拡大によっても可能なので、必ずしも
緑の革命のような生産性の上昇を導くわけ
ではない。本研究は、農民へのトレーニング
を通じた技術普及が生産性向上に有効であ
ることを明らかにした。ただし、スケールア
ップの方策が課題である。技術が向上し生産
性が上昇すれば、コメ農家の所得が増加する
こともほとんどのケースで確認できた。稲作
振興は貧困削減に有効であると結論できる。 
都市へのコメ供給については、いくつかの
国で農家のコメの販売行動について調査を
実施した。研究期間内には十分な分析を行え
ず、今後の重要な課題として残された。 
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